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ボナヴアンチュール・デ・ペリエ
『笑話集j の構成について
鮮立 治 義 ヲム
かつてない不敬の書とも評された Cvmbalum mundi の作者であり，刃の上
に自らの命を投げ出して果てたとも言われるボナヴアンチュール・デ・ベリエ
Bonaventure Des Périers 1 ) は マルグリット・ドゥ・ナヴアールの Valet cle 
chambre を勤めたこともありながら経歴もあまり定かではない。そしてデ.
ペリエのもう一つの主要作品『笑話集j Nο仰1I川τv刊刊y叱貯)(~lll'ω3官sR仏tれ釘c川、
にも，こうした著者の謎がたちこめている。即ちこの作品は，デ・ベリエの死
後1558年に，印刷者 Robert Granjon の序文をつけて出版されたが，刊行本表
紙にデ・ベリエの名がはっきり上っているにもかかわらず， 16世紀より作者に
ついて疑問が出され， Etienne Tabourot はこの作品の作者を Jacques Peletier 
clu Mans と， La Croix du Maine は Peletier と Nicolas Denisot との合作とし
ていた九今日では 作品中にいくつかのアナクロニズムが指摘されているも
ののぞ 1558年に出版された90話については，デ・ペリエを作者とするのが定
1見となっている。
さて，所甜短い話を集めたこの『笑話集』に対しては，従来二つの方向から
主に光があてられて来ている。第ーは HasseU に代表される，側々の話の起源
あるいは先の時代・同時代の話との類似を採るものであり刊第二は Kasprzyk
などにみられるデ・ペリエの言葉のテーマ 使い方からなされる研究である九
lり) テデ. . ペリエの経1I版!従正につ Lい、ては， Lìon児叫ello】 Soω】)ZZ幻ì ， L心('.ω'Sれ守川《ω.(υ)fI川』げ11'.ωS dl' 1必1元，川IIIυ川~I句'IJll円川'1引1Jげt/.川'0川r，パ'(刊'('刊sD臼f川'.1' 1う初1、n刊W川/('ο'r.~爪 ω1/'
Ir;blltioll Iﾌ l'i-・tuJ(' dl> la 1/0/111'1/1' fi'，側刊Îse t!(' /a RI'IW;SSlIIIC('、 G. Giappichelli、目的、 pp.9-4'守主;撃
H告のこと。
2) Krystyna Kasprzyk , lntroductiυn aux NOIIτげ1('.1" R?/ﾚJI ﾎOII.l" 1'/ Jo.ì'I'/ιr /)1 "1. 115, Champiol1. 19問、
p. VIlI. 
3) Ibid. 、 pp. XV-XVI. 
4) James Woodrow Hassell Jr., SlIUrl"I'S (/}u/ A lIlI IlIgu('s υ'./ 111' Nouvelles Rれ吋・at?ns et J oyeux 
D引ris (dβOI1ll 1 1(' 1I1111T dl's 1ミケÎI'1".I"， volume I.1リ57、 University of North Carolina Prt:' ss , VOlllt:' 
11 , 1956, Unﾎve!"sity of Ceorg開店刊日.
5) Kくry 呂叫ty山 K 礼山sも l川yk. (De制s P九)(:1"廿川白'1"吋1"吋巾"1
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しかし，この『笑話集J は物語の構造，語りの面からみても，実は興味深い
位置にある。短い話を集めた物は， 16世紀頃まで，大きく分けて次の二つの型
があった。第一のタイプは， rデカメロン J の伝統を受けついだ，マルグリッ
ト・ドゥ・ナヴアールの『エプタメロンj や Noël du Fail の ProρOS rustiques 
のような，複数の語り手によって個々の話が語られ，作者によって語りの状況
が設定されている枠物語であり，第二は Cent Nouvelles Nouvelles や Nicolas
de Troyes の Grand Parallgoll のように，複数の語り手を持つが，枠組みを欠
いているものである。ところが『笑話集』はこの二つのタイプのいずれとも異
なり，一人の諮り手によって語られ， しかも語りの状況などの枠組みも持って
いない。先にあげた第二のタイプは全体的まとまりを余り考えないで作られた
とも言えようが，第一のタイプは枠組みによって，個々の話の主題や時代，登
場人物がかなり異なっていても，一応全体的統ーをみせている。これに比べる
と『笑話集』は枠組みもなく 一人称の語り手によって全体が語られるものの，
全体的流れがある訳でもなく，個々の話の登場人物や主題も様々で，一見した
ところ実に散漫な構成であるような印象を受ける。しかし，テクストが果して
現在の状態で提示されていたのかを一応考慮、の外において(死後出版であるか
ら，完成状態でなかったかもしれず，出版者の手が加|わっている可能性もある
かもしれない)，デ・ベリエが敢えてこうした構成をとったとすると，実際90
の話の問には何らの連関もないのであろうか。また事実このような散漫な構成
であるとすれば，そのことは何を意味しているのか。本論は，こうした間L 、を
語り手の耐などから検討-してみようというものである。
確かに『笑話集J には， rエプタメロンj のような枠組設定はなされていな
い。しかし， Grand Pl1!iωIgOll のようにいきなり話が始まるのでもない。デ・
ペリエは，第一話を序として始めている。そこでは，先ず，読者に「よく生き，
楽しむ」ことを勧めたあと，次のように続ける。
Voire mais, comment me resjouirayje, si les occasions n'y sont ? direz 
vous , Mon amy, accollstumez vous y , Prenez le temps comme ilvient: 
laissez passer les plls chargez: Ne VOllS chagri}/は point cI¥me chose 
irremediable, Cela ne faict qlle donner mal sur mμ 1， croyez moy , et VOllS 
'vous en trouverez bien. Car j'ay bien esprollv? que pour cent francs cle 
'\.]，火〈仏t“ω'('ο川"吋'('“ωI1仰tοi1川P
exC:'肝mpμ3オ)e d む co>m>iqut> sub 、v 正rげ'rs幻i汀f: L'Em> pμJ汁10】Ji du p伊)l"ove目rlもbe d 日ns )('正亡. 日 N“川u1'dlc.ω's RI代;('γr，パ(ηé，αω'(幻1l1れ10仰11.5 de B. Des 
Péri刊号)， In lA's ωl川刊叶 \1，ω:m1';I'. 8 LI' ('0111叩((' 't'1ゆ，(11 川品川C(' llll X 1ヲ e s;i'r!e、 198 1. pp 
219-226 , 
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melancolie n'acquiteront pas pour cent solz de debtes・ Mais laissons l?
ces beallX enseignemens: 'ventre d'ung petit poysson, rions : Et clequoy ? 
de la bouchιdu Ilez: du mento刀、 de la gorge, et de tous noz cing sens de 
nature , Mais ce n'est rien qui ne rit du CllCl二 Et pour vous y aider, je 
VOUS E1011e ces plaisans compteS6)(soulig11e pal-nous) 
冒頭の読者 (vous) を引き出しての対-話を通して語られるのは， chargez, 
chagrinez, irremediable, mal , vous trouverez bien, melancolie、そして ventre
以下の体の部分を表す言葉によって明らかになるように，笑いと医学との結び
つきであり，笑いの医学的治~~~効果とも言える。事実デ・ペリエはこの前の文
で読者を患者にたとえている7L こうした対話体の序文，笑いの医学的効用で
思い出されるのは，勿論フランソワ・ラプレーであり，デ・ベリエがラプレー
の影響を受けているのは明らかである。そして，このような笑いの効用を授け，
読者を助けるために，語り手がおこなおうとするのが，引用文最後に見られる
「以下のおかしい話をあなた方に与える」ことなのである。つまり， r笑話集』
の90の話は，この序としての第一話で既に，大きなテーマは決定されているの
であって， rデカメロンJ のように，その日その日で話の主題が異なるわけで‘
はない。従って，ごく大きな意味では， r笑話集J は読者を慰めるためにおか
しい話を語るというまとまりを，第一話で提示している。
さて，序文としての第_ _'ß古で始まった90の話相瓦の問に，会く述|羽がないか
というと，実はそうではな L 、。 Sozzi 8 ) や Harris9 ) が指摘しているように，い
くつかの話はテーマによって結びついている。しかし， Sozzi が「テーマ」と
したものは， より正{峰確には， j場劾刻刻r一す凡j
わけられる O 同じj場湯所でおこつた出米事を語つているのは，ル・マンの XIV，
XV とル・マンを中心とするメーヌ地方の XXVII， XXVIII , XIX、パリを舞台
とする XXX， XXXI，ポワティエでの XLV， XLVI であり，話の導入にあたっ
て， (All mesme pays clu maine) (XXVI Il, p. 1:31) と言った，関連づけの詩句
があることもある。また設場人物についてみると，全くの|吋一人物は，
6) Bonavel> ture Des Phier目、 No/( 1'I'//I'S R馗r駘ll ;IJIIS ('1 .!IJ.w川 n円円、 édition critiqlle a\'c・c intro. 
duction l't not駸 par Krystyna Kasprzyk, Champion 1~'80， 1, p. 14. J.')，下『笑話l，t~ への行及、
引用は全てこの版により，ローマ数字で出M話かを.アラビア故~"j-:で rf数を指示する p
7} (Et p川uy日 J<:' 11<:' 日刊uys .日i 、VIS将吋企 quぞ r 司r引お10日川i 1 i仁円y 1ル(' \')'刊a品‘y 1('け'111】日川刊(l凶s d巾hル(. 1t唱 V(J川11ド 【仙I(り》川nne引1': c 
l11a1;日川Idt，‘s quピι、ï1日1 fault ll1edecine.) (1 、 p. l:i) 
8) IJ/J. ál. , p. 247. 
9) .lohn Har.-i s, (1'111:' arrangelllt'l1t of storit:s in D刊 Pé竹 ('[:'\5 1'11υ11川1ft官1<.h 'Jì"lI l川lIS d .!oyt'u.l' 
/)t'1'is). In h ,'IICh Slut!it's, vo1ull1t' XXVJJI , Apri1 I リ制、 pp.l~!)ー 14:i ，
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XXXIII から XXXVI までの curé de Brou しかないが， II , 111 のそれぞれポ
ワテイエとランスのパスコントル， LXIX, LXX , LXXI のポワトゥ一人，
LXXIX, LXXX, LXXXI の巾着切り， LXXXVIII, LXXXIX の猿などは，類
似の職業の者，向指!liの者として，各話を関連づけており，ポワトゥ一人や猿の
話の場合には， (Je ne m'amuseray icy ?vous faﾍre les autres comptes des 
poytevins,) (LXX , p. 257) といった語り手自身による関連づけもみられる。
似たテーマによって話が続けられている最も明白な例は， CymbalulJl JJlUI1-
dì とも関連を持ち， Sozzi もあげている，錬金術に対する批判となっている
XII, XIII であろう。 Sozzi はさらに， XVIII, XIX をそれぞれジレとブロン
ドーの復讐， XX , XXI , XXII をラテン百昔の知]fi哉， XXIV, XXV, XXVI , XXVII 
を雌ラバと雌馬， XXXI , XXXII を不満足な女性の巧妙な応答， XXXVII, 
XXXVIII を「母なる自然」への賛歌， XLII , XLI II を言葉遊びと言葉の暖昧
さ，などのテーマで結びつけているが10! この他にも各話のテーマの類似はみ
られる。例えば， VIn では，やもめとなった高等法院の検事が，若い田舎娘
を囲い者にしようとしたが，書生に先を越されてしまったことが諮られ， IX 
では， リヨンの商人が商用で官守にしている間に，隣人のアンドレに，妻の腹
の中の子供の耳を完成する手伝いをされてしまった話となる。 HasseIlはこの
二つの話にだましによる誘惑と女性の側でのナイーブな告白のテーマを認めて
おり l lJ 場所も登場人物も，表而的構成も異なるこの二つの話が，実は同じ
テーマであることがわかる。しかし，デ・ベリエは，類似のテーマを扱った話
を続けても，それによって何らかの一貫性をもたらしたり，結論を引き出そう
とするのではなく，あくまでもそれぞれの話で笑いを提供するだけであり，そ
のため，類似のテーマであっても，先の例のように全く同じテーマだけで諾ら
れていることは少ない。ラテン誌による言葉の取り違えのおかしさを訪ってい
る XX ， XXI についてみると， XX では付け焼刃のラテン訴で，あやうく殺人
犯にされるところであった三人兄弟の話が語られるのに対して， XXI は田舎
司祭の奇妙なラテン話でやりこめられたパリ帰りの活者が，その奇:妙なラテン
計十を使って，旧舎司祭に復讐する話であり， ，]Uの嬰素，テーマも付加されて，
バリエーションをもたらしている 12L このようなバリエーションは， ff場人物，
場所の類似・一致による場合も同様で， cur? de Brou の場介のように，全く
10) IJ!'. ál・;.)J. 247, 1. 26. 
1] ) IJf>. ál 、V<J I. L pp. :1 リ-!)R_
]2) XVllI , XIX の場合でも， XIX ではし、たずら動物への御併だけでなく，不意のおで不当りになっ
たというテーマがつけ加えられているや
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同一の登場人物による話でも，その人物の異なる面を語ろうとしている。
各話を関連づけて行く第三の方法は語り手の存在である。『笑話集J におけ
る語り手の役割全般については， Mc Farlane が分析を行っているが13! ここ
では個々の話のつなぎの働きに絞って検討してみる。まずここで詔-り手という
場合二つのレベルがあることに注意しておかねばならない。第一は『デカメロ
ン』などでは「作者J とされているもので，個々の話の語られる状況などを詰
る役割のものであり， もう一つのレベルは個々の話の語り手である。『笑話集J
では， rデカメロン.] rエプタメロンJ などとは異なり，第六話で Soissons の
市民の一人が語り手となるのを唯一の例外として，この二つのレベルが同じ
(je) で重ねられている。このくje) が次のようにはっきりと表面に出て諮る時
は，我々には何らかの強し、意図が感じられるだろう。
(1 ne se faut pas esbahir si celles des champs ne sont gueres fines, veu 
que celles de la ville se laissent quelques foys abuse1' bien simplement. 
Vray est qu? ne leu1' aclvient pas souvent. Car c'est es villes que les 
femmes font les bons tour8, de par Dieu, c'est l? Car je veulx dire qu'il 
y avoit el1 la ville de Lyon une jeune femme honnestement belle : laquelle 
fut mari馥 ?un marchancl d'assez bonne traficque, • • .) (lX , p. 52) 
先にもみたように VIII と IX の話は，テーマ的関連を持っていた。この
IX の冒頭の文で，語り手は， VIII の問舎の話を想起させながら都市と対比さ
せて，事情が同じことを語る。そしてその理由づけとして，くje) の形で姿を
現したあと， IX のリヨンでの話にごく自然につないでゆく。このようにテー
マや登場人物や場所で関連づけられている場合でも，それを強化する形で，語
り手は (je) の形で姿を現わし，読者を続く話の中に引き込んでいく。
しかし語り手が登場するのは，何も以上のように単にスムーズにつなぐ役割
を果たすためだけではない。 XXVIL XXVIII. XXIX とメーヌ地方の話が続い
たあとの XXX の冒頭では 次のように諮られる。
(1 y ha bien peu de gens de n05tre temps qui n'ayent ouy parler de 
maistre Jehan du Pontalais: duquel la memoire l1'e8t pas encore vieille, 
ny des rencontres, brocardz et sor11ettes qu'il faisoit et disoit: ny des 
beaux jeux qu? jOlloit: 1y commel1t ilmit sa bosse contre celle d'UI1 car-
13) I.D. McFaω訂川r汁.1匂'Im川111肘1(:'杭， (Le p伊〉陀e町rson川11川ge du 川rra 
1I 0U打τ刊f砲'('イIIcfρr，れ叩.[μ山JυPη川I代〈“ isl' ?hん， Rぜr仰'11ωa山Jυt‘;幻.
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dinal, en luy montrant que deux montagnes s' entrerencontroyent bien, en 
despit du commun dire. Mais pourquoy dy je ceste là, quand il en faisoit 
un milIion de meilleures? Mais j' en puis bien dire encore Ul1e ou deux.) 
(XXX, p. 140) 
冒頭の (nostre) は単に読者と語り手を指すのではない。この (nostre) に
よって語り手は読者を共犯関係にまき込み， Jehan du Pontalais なる実在の人
物を読者に既知のものとして提示するのである。そうして既にある程度の了解
をこの人物についてこしらえておいてから， (je) の形で登場し，この人物に
ついて二・三つけ加えるとする。こうした一種の序は，先程みた語り手による
単なる自然なつなぎではなく 話題を転換するために必要とされているのであ
り，ことに今のように同じ場所での話が続いたあとでは，欠くことのできない
ものであろう。『笑話集J の中では，こうした転換が，語り手の存在なしに，
いきなりおこなわれることもあるが 語り手が存在している上のような例で，
読者の関心がよりよくつなぎとめられることは明らかである。
語り手の存在は，各話のつなぎとしてだけ働いているのではない。実は，各
話の内いくつかは， Sozzi の指摘14) を待つまでもなく，数個のアネクドートか
ら成り立っていることもある。こうした話は，萱場人物や，内容の類似によっ
て，一つのまとまった話として統一されているが，この個々のアネクドートを
結びつける u寺にも語り手の登場する場合がある。例えば，第二話は， Caillette, 
Triboulet, Polite の三人の fou の話であるが，語り手は， Caillette から Tri­
boulet へ， Triboulet から Po1ite へ話が転換する毎に， (A l'鈩tr馥 de Rouan, 
je l1e dy pas que Rouan entrast, mais l' entr馥 se faisoit ?Rouan : Triboulet fut 
envoy? . . ) (11 , p. 21) , (Il y avoit U1 autre fol 110mm? Po1ite, qui estoit ?un 
abb? de Bourgueil. Un jour, U1 matin, UI1 soir, je 1e s軋urois c1ire l'heure, 
Monsieur l'abb? avoit une belle garse toute vive couch馥 aupres de 1uy.) (I I, 
p.22) といった形で登場してくる。ここでは，つなぎの役を果たしているとい
うよりも，話題の転換に際して，わざわざ小さなコメントをつけて，読者の注
意、を新しい話題の方ヘ呼び込もうとしている。
このように，語り手は，各話の問を関連づけ，転換させ，個々の話の中のア
ネクドートにおいても読者をつなぎとめようとしている。そして，こうした語
り手の姿勢は個々の話を語る際にもみられる。
l4)ψ. l'Ì f. , p. 244. 
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(Le clerc voyant la mine de ceste garse que 80n cas ne se portoit pas 
mal, vous commence ?jouer avec e11e, il la manie, il la baise. E11e disoit 
bien, (Oh ma mere ne me 1 ・ ha pas dit). Mais ce pendant 1110n clerc la 
vοt刊行J1brassc: et ele se laissoit faire , tant elle estoit folle , pensant que ce 
fust la coustume et usance de la vile. Il la 'l りus rC/lverse toute vive sus un 
1刈1U :) (soulign? par nOlω(VIII ， pp. 50-51.) 
書生が田舎娘を話Iかすこの場面で使われている (vous) は，関心の与格と言
われるもので， Sozzi も言うように， í読者と共犯関係を作り出し，読者を事
件の証人としながら，語り手は，場面の生気と明白さを強調すると同時に，読
者の関心を呼びおこしている J15) のだが，特にこの場面では，動詞の現在日寺制
とも相まって，著しい効果をあげていることは，同じ第八話の少し前の箇所で，
諺に導かれた一般化から，主語の (vous) を経て関心の与格を用いる場合) 6) と
比べると一層明らかになるだろう。
この他に語り手は， 1 . 2 人材、の所有形容詞を用いたり， (je)-{vous) を
対話させたり，疑問を投げかけたりして，読者の興味・関心を保とうとしてい
るが，これらは， Pérouse の指摘する 17) nouvelle が Noじl の夜の諮りものに
起源を持つことから来るものかも知れない。
以上みてきたように. r笑話集』は第一話で i設定された全体的テーマを詰る
各話が，テーマの類似や，語り手の存在などによってうまくつながれているの
だが，以下第十話までを例にとって，その様子を確認してみよう。
第一話は先にも述べたように，全体の序としての役割も持っていたが，後半
では Plai叩ntant というあだ名の男のエピソードを物語っている。この
Plaisantant は Triboulet とも目されており， Plaisantant の天真側没さが，第
二話の三人の fou の話へと通じさせる。第二話と第三話は特につながりはな
い。このことを十分考践に入れていたのであろう，第二 H活の末尾では，くje}
15) Jbid. p. 250. (EI1 (.>Iahlissant unt' complic-it? aVt.c St'S Jecteurs.el1 lt's prenant ?t駑oins dcs (・­
Vl~llemt'nts ， 110tl'e conleur 企veílle lell' at1el1tion ('1 m麥e temps qu'iJ accentllP Ja vivaciti' pt 
I' évíde町e de日おむを11es.)
1G) VI 日、 pp. 4R-49. (S? se pensa 1(' proclIl't'ur (jl(' ct' seroit b冾n sυn cas , aya川 ouy autrdoys ln 
pn凡 crbe qui dit，日age amy t' so!tc amyc. Cnr d'tlle amie tl りp fine v川IメI1'C11 avt'z jamais bon 
l'Omptl‘ E lIe VOllS jout:' tOllSjOur日正jllelqll(' tOllr dl'・ 5川J mestier: elle ¥'OllS tire ;'1 tous lcs l'OUp日
CJuelque argt'nt de sOllbz I‘aisk: Ol elle Vl.:'lIt estrむ tro)J bra Vl' :りIl dlc VOtlS faiet portl:'r les 
ωI肘S Ol tOlt el1semble. Pour faÎre じりurt : Jllon pr川 ur('ur . ..) 
17) C;abriel-Andr? Pèrollse, (D出 nOllVl.lle~ "vray引l'OnUlle &\'<1 11只 ile" Rt. f!exiol!日ur Ia pri'sent a. 
tion > du rtれ町ω、'C叶t仁け、オil br氏d
Un川1ηJV引t'刊付、寸"r刊‘百吋日ila川11川i口r正f引s叩旦 d仇Il、 Li 11(' , 1 !)!)(), pp. 内j-!)久
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一(vous) の対-話によって一応の区切りをつけて， (Laissons les icy et allons 
chercher les sages.) (II , p. 23) と話題の転換を図るような言葉がみられる。既
に述べたように第三話と第四話はテーマは異なるものの，共に主要登場人物が
パスコントルであり，登場人物の類似により二つの話は結びついている。ただ
第四話では，前半のパスコントルの当意即妙の応答の例示として，宮廷人の司
教と司祭の応答がつけ加えられ，第五話の三人の娘も父親に見事に機知を働か
せて答えている。語り手は第五話の末尾で，この三人の娘の応答を受けながら，
たくみに話をコキュの方へと導く。そして Soissons の一市民が語る第六話は
正しく，妻に裏切られた男の話となっている。第七話は，司祭になるために
ローマに行ったが，ラテン諾をうろ覚えにしていたために，法皇と奇妙な問答
をしてしまったノルマンディーの男の話であり 第六話との関連はほとんどな
い。わずの=に考えられるのが，第六話の末尾に置かれた， (Car un prebstre ne 
vault rien sans clerc) (VI, p. 43) という諺の中の (prebstre) という言葉で，
この言葉による連想が第七話へとつなげていると思われる。第七話と第八話も
特に特徴的な共通の要素はみられず，二つの話の主要登場人物が男やもめであ
ることでかろうじてつながっている。第八話と第九話は，先に検討した通り，
策略による誘惑のテーマでつながっていたが，第十話の書生 Fouquet も代訴
人と顧客ともにお互いが耳が不自由だとだましたのであった。
このように見てくると，各話の聞の関連は余り強いものではなく，ましてや
話全体の一貫性を形成するというのでは全くない。むしろ，登場人物，場所，
テーマの類似・一致や語り手の存在によって関連はつけられながらも，話はだ
んだんと横滑りし，ず
のも，実は，各話を関連づづ、吋け.るものと言うより，各話に入った時に，読者の関
心を逸らさないように新しい話に引き込み 繋留めておくものであると言った
方が正確であろう。『笑話集j では，こうして読者をうまく制御しながら，話
題そのものは次々とずれていって 笑いの様々な側面が語られる。
Wetzel は『デカメロンJ などにみられる枠組 Cadre の意味を社会・歴史的
に検討した興味深い論文lR) で， rデカメロンj の枠組に当時のフイレンツェの
上層市民階級の調和的・合理的生活によって現実的危機は統御されるというイ
デオロギーを， rエプタメロン』の枠組には生まれつつある絶対王制に結びつ
けられた階層の利害・関心の反映を見ているが，その例になられば，デ・ベリ
18) Hermunl1 H Wetzel, (Elements socio-histor?ues d ・un gellrl' litt岳raire: L'Histoire dc‘ 1<1 
JlouveJl(' jusqu '? Cervantès) , J 1 La 1I0U1叫ん ρaω'(llÌ.H'Ú ﾜl RC71aÎssllJlæ , Slatkine, 1981 , pp. 41-78. 
特に pp. 44-55 参H~.。
54 
エの枠組をもたぬ『笑話集』の構成は，どう把えられるのか。既に見て来たよ
うに， r笑話集J は枠組を持たない代りに，序としての第一話で設定された笑
いの主要テーマに沿いながら，個々の話の登場人物，場所，テーマの一致や類
似，語り手の働きなどによって，第一話に述べられているように ordre は持
たない19) までも，様々な地方，人物，テーマの話を，読者を常に引きつける
ように語られている O そして，こうした自由さを持ちながら，読者を飽きさせ
ぬ構成こそ，哲学にとってもっとも扱いにくい，王侯・法皇から職人. rtJ着切
りまで二百十人の『笑話集j の登場人物20) によって示されるようなあらゆる
種類の人間に属する笑いをとられる最良の方法であったと言えるのではないだ
ろうか。
(D. 1986 大阪府立大学講師)
19) (Et ne me vencz point demander quelle ordonnance j ・ay ICJ1ue. Car quel ordre fault il garder 
quand il est question de rire?) 0 , p. 15) 
20) cf. .lean-Pierre Siméon, (Classes socialC:'s et antagonistes sociaux dans {L{:s Nouvell(AS I<馗r饌ｭ
tiol1s et ] oyeux Dev﨎} dc Bonaventure Des Périers} , 1 L付加川，{'1(' jﾌl1l fμise ?la R(>II11 issw川1
SlatkiJ1t" 1981. pp , 318-351. 
